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ヱド魯;は、 秋岡市下新城長附池内に所夜する長岡遺跡の発掘

自荷主筆報告書です。

秋田県秋回総合農林事務所による下新城治l部地区県包・担い

手育成基盤整備事業の予定地が長岡遺跡にかかることから、

このたび緊急発掘調殺を笑施しま した。

調ヨ年の結果、平安時代の搬'jj_柱建物跡や滋跡、河川i跡など

が発見され、地域の歴史を考える上での貨重な成果を得るこ

とができました。

本報告替はその翻後結果をまとめたものであり、文化財保

護のため、さらには研究資料として広く活用していただけれ

ば幸いに存じます。

刊行にあたり、発掘調査の災施と報告番作成にご指導、ご

協力いただきました関係各伎の皆様に深く感謝申し上げます。

平成J4~・ 3 月

秋悶市教育委員会

教育長飯塚 明
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例言

1.本報告替は秋Lflifj下新減長岡字両面谷地・外脇・ 中沖地内に所従する長駆iJ1畳WIの発掘調査報告書であ

る。

2.湖'l!E・3華忠作業{立、秋岡市教育委員会文化献が行った。

3 本報告の執壊と作成は、伊藤武士 神間布1彦 小野|蓋立;がfiった。本文執筆分担は、第 I章 I

2 ・ 3 、第田章を伊藤武士、第 I 愈 4 ・ 5 、 ~n靖 1 ・ 2 ・ 3 の活物を神岡和彦、第 E ヰ!3のjrJ講

を小野隆志が担当し、編集は伊藤武上が行った。

4.第wml主、パリノ ・サーヴェイ徐式会社に分析Bを依願した。
5.事eJ留軍司王量および鮭現 報特舎作成にあたっては、以下の方々や|聞係機関から御指導 御協力を脇つ

た。記して感謝申し tげる。<n!'i不問敏品、略)

秋削県生誕学溜謀文化財保議案、大野憲司、 蔵様筒、 武藤祐治、 1: 1帯、 重量文丸~、協橋tp、 平川時I、

今*陵占輩、三上義午、新Jtjli:行、村本志PI人管属(梓炎、尚4高照彦、 1毛野義裕、土締F聖子、平尾政幸

凡 例

l 第 1 、 2 、 3 陵|では |童の上方を~~tにあわせ、 それ以外では方位(;1:磁北を示している。

2.造物的安部H型的縮尺はそれぞれ示した。写真l到版に関しては、土器・陶磁器は約 I 3、鉄製品 ー

石告書 ・銭貨は約 1/2である。

3.逮物需号t品、 よ務 陶磁器、 瓦、木製品、鉄製品、石器、鈴貨の分級ごとにそれぞれ通し番号をつ

けた。

ι 古代の土;mの名除は、秋間市教育委員会秋削減跡調唱資事務所の分類にw';づ〈。赤褐色土絡は成形に
ロクロを使}日し、際化炎焼成、 ~I; (均誕の土器を指す。

5. 土告書の断耐を出〈ぬりつぶしたものが~Í)士、総である。

6. i~僚の性絡や利m状況の相違は下記のλクリーントーンで表現した。

亡=ゴ紫色処理
臨き額納務
鰭騒欝棚硯
7. ~開設技術、切り期lL等の文s諜i21ま以下のとおりである。

0成形とケズリ調整については、非ロクロの場合に明記し、ロヲロを使用したl昔合には明記しない。

O ミガキ測堅、紺IJ't;回調型車については非ロクロを前提とし、非ロヲロの場合IJfJ~i!せず、ロタロを使

用した場合は明記した。

。 ロクロ等広い官、味の阿転を利用したカキ 日調設はロクロ~IJ則的カキ 日調鞍と記議した。

。切り厳し、粘土紙、 '111き痕跡等、成形時担問跡的消滅を目的としない絞皮な縫磁調鐙は、「軽い撫

で調猿J、成形時JFI.跡、の消滅を目的とした器問調書査を fていねいな燦で鋼生産Jと記112した。

。赤鰯色よ告書の獲については、ロクロ成形を越本とし、部分的に非ロクロ成形であったとしても、

符に明記しない。



第I章調査の概要

1.宮崎査に~るまでの経過

秋悶県秋回総合a林事務所4立、秋悶市下新城長岡・中野背崎・小友地区ー慌の水胞に F新減西部地区
lRtZ担い手育成法皇室!健備事業を予定し、秋岡市教待望E員会と型世話量文化財に関する挙前協議を行い、平成

L2年10月初日付11で秋田市教育委員会に掛蔵文化財的事前絢貨を依頼した。

秋悶市教育委員会文化課が平成L2年II月 28日から J 2月 2 日にかけて分布調査及び試抗r.~崎盗を実施した

結果、 1泊知の埋磁文化財包縦地である f長悶遺跡J近媛地で、遺物包含府や4主穴、土坑等のjrtft軍司5を検

出によって、「長側遺跡jの範凶が拡大し‘その広がりが事業予定地内に該当することが確認された。

秋IfJ~~，秋凶総合h~'林事務所と秋m県教育委員会、秋凹市教育委員会との協議の結果、 事殺予定地の変

更等1;1:悶戴で、一問;は針.I!lli変更により保護するものの、計融i変更が不可能な節分については発搬潟査に

よる記録保存を行う方針となった。平成12lFJ2月25日に「長岡遺跡j範削機;辺調査を笑施し、発掘線型華

麗殺を確定した。

秋悶l弘秋岡総合農林事務所は、 平成13年度の事繋~~に什ーい平成13年 2 月 16日付 けで秋岡県教育委員

会へE量破文化財発絡を通知 (iま57条3第 11頃)し、 3)15日付け教主主-3164で秋凶県教育委員会より周

知lの熊磁文化財包縦地における土木工事等について発御調査を条件とする通知を受けた。

通知を受け、平成13年皮肉の発姻淘資実施のため、秋EE1!属秋回総合農林事務所と秋岡市の問で発掘捌

査委託契約が取り交わされ、fX[O市教育袋員会文化球が「長岡遺跡jの発槻t調査を災施することとなっ

7;ー。

2.調査期間と体制
調査期間平成13年S月8日-8月13日

調査面積 2.75001

事業主体者枚田県秋倒総合~林事務所

調査主体者 秋悶市教育告委員会

調査担当者秋田市教育委貝会文化諜

調査体主IJ 秋関市教育委員会文化銀

Z車 長 小松正夫

1聾 袋線依 日野 久

文化財担当

主 重量 1<' ITI 忠市(調査t!:I.当)

文化財保護主事 伊藤武士{調査担当)

文化財保綾主事 中 川 宏行(調査tf!当)

文化財保設主事 判l 削和 'fJ(調査m当)
文化財保護主!Jj. 小野勝志(調査組当)

調査作業員鈴本銀 一、鈴木末 1様、 古 浦 宮司、斉藤健 二J、

佐々木昇三、長尾祭元、波辺 事章、五十嵐 正、

高閲殺到置、富凶 トキ子、鈴木悌子、宇佐災ヨシエ.

宇佐美き よ、安回和子、佐藤ノ リ子、佐藤夏子

務理作業員渡辺 銭、火#lli: 樹、 富 ITI トキ子、鈴木博子
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3 ，調査の経過

発』臨調査は平成13年 5月8日から8月13日まで実施した。 5月S目、調査範囲を設定し、潟査を附9fi

した。:!li:機による表土除去作按を開始した(5月16日まで). 5月15日、機材を鍛入L、作業員が入る。

5月17日、グリッド設定及ぴレベルの移動を行った (5月23日まで)05月23円、南側B区より織り下げ、

遺椛調査をlllJ始した。6月14目、B区金銭写真倣彩。6月15日、 B区平副笑測を開始し (6月22日まで)、

.並行して北側A区の嫡母下げ、遺f時刻査を開始した。 7月27日、 AIF.平面i実測を開始する。 8月IIEI遺

跡全景写真織影及びパJレーンlこよる上空からの写真保影を行った。その後、機材撤去。8月13目、補足

調査をを終え湖資を終了した。

4，遺跡の位置と地形・地質 {第1・2図)

長|同.i¥'J:制1;1:、秋m市の北西部、北緯39.48' 11"、京総140.4' 35'、秋悶市下新総長岡宰・商j谷地
外脇 ・ 中沖泡内に所在する。 遺跡地、ら約 nm~範的高清水丘陵には、 古代峻柵û'f.溺遺跡的秋削減跡 (絞 り

が所在し、約3km東の新城川上流に l止、 上新城ñ:僚に点征する古代須車、緩ま唱の新城窯跡群 {主~ 2 ) が同f

夜する。

秋田市下車r城地区Iま標高60-初Omの上新域丘陵の樹舗にあたり.事I減川のi中4賞作用による新域川低地

を機し、商には天王砂丘地が南北にのびる地形である。上新減丘陵の地質Iま、第三紀中新設の崎市灰色i他

岩(粉川屑)や鮮新~tに属する背色紗質シ Jレ ト岩(彼肺l廓} ・背灰色泥岩 (天徳寺庖)などからなって

いる{滋3)。遺跡は秋田平野北部を東から商に流れる新妓111中流銭、線高約11mの沖積地(新械Jlli!土地)

に所従し、遺跡北側の丘陵(上新城丘~) の裾官官にあたる。 平成12年度に符った事前調査の結般から、

旧地形では丘陵縁辺官sに近い北側は徹潟地であり、南側(j:低湿地 ・湖淑が広がっていたと考えられる

(設4)0 昭和25'年頃に行われた劇場毅備により削平 ・埋め立てきれ、現在は水mとなっている。

5，周辺の遺跡 (第3図)
秋mifi教背望号員会が昭和6 (王手から63年I~実施した f秋m市遺跡詳細分布調査報告~J (註5)に基づい

て、長!時過跡周辺の古代の選跡について概観する。

長調遺跡が憐接する上新城丘陵の裕樹lには、追分1j(;Ii遺跡(5 )、 熊野悶遺跡 (13)、竹子山I遺跡

(16)、竹子LUU遺跡(17)、松ノ下1遺跡 (20)，松ノ下目遺跡 (21)、ii沢遺跡 (22)が所をしており、

上新総丘陵町梧i部には古代の遺跡が集中している。また、長問遺跡のI却に広がる新城川低地には、乳倉

遺跡 (8)、嶋下り遺跡 ((0)、f雀島遺跡 (9)、依戸反遺跡 (12)が所在し、古代の遺跡が島状にlX:s:し

ている。

(it.E 1 )秋町市教育委員会 f昭和47Sf.-平成12年度秋凶賊跡発捌剰資慨報J 1973-2∞1年
{註2)上法舎前 「秋m市上新域の古代黛跡訴についてJr秋悶考古I学J7 pp. 6 -10 1975年
伊藤武士 f大沢黛跡I遺跡の須EE器についてJr秋田考古学』制 pp.26-431994Sf. 

『秋隠滅跡悶辺須E宮、総1'.llの動向についてJr秋隠考古学J46 pp. 2 -35 1998年
(縫3)経瀦企画庁 f土ffl!分類遺品本調3聖地形 ・ it~型地質 ・ 土袋ー秋田- 5万分の 1J 1966{1'. 

(ii!: 4)秋悶市教背後員会 f秋悶県秋問市市内遺跡詳細分布鶏筆報告書J2∞l"f 
(主主5)秋朗市教育委員会 f秋翻県松凶市遺跡詳細分;{(i調査報告者j 1989年

-4-



。 I :_-).II:U I kCl 

骨骨 量跡名 I!I在網島 種別 1 崎代 温 繍 .. 楠

1 量足置高温臨 柏田'"・昆遇措字海老穴 量柿担1聖地縄文 縄文主事{後間)

2 渇同盟遺骨 4敏圃嶋倉昆小車字書同 一豊嶋包宮崎タE 弥生土ー

l 耳障1量島 植田明下傾蝿畳周字IUI 量柚包歯.，写生 事事生土.
十 サ ー
・耳量E量B・ 4融岡市"1'.幅畳圃字IUI 轟簡芭歯岨縄文 蝿主主事

S 追分厳重量量・ 融圃精下僚蝿畳圃掌毛・li泊色遣圃芭禽.."・a..1f蝿JI;;t..石阻・掴..・募禍色主・
・ 羽a・神社宜置叩瞳敵国市下餅櫨@野掌嗣li_ 宝田町唱 @也 宜恒申壇〈曙"・茸】

" 7 街道掴薗車脇 陣図柄拘下領暗<1>"牢衝遭蝿画壇情芭倉.，.曹 券掲色土器

8 事Ll歯車跡 駒田市下斬埴中野字亀倉 過帽包宮絶命且'.fi 須車畢・土暗躍

10 蝿下り温跡 柑郎市下領陣中野字蝿下、1 温情白書111.'j険直・写宜 損車輔・土舗橿

g 古島遺跡 敵国市薗島$竃晶 遭鞠包歯網島卿血・早世 主師器

"笠岡薗 靴田市下・1瞳草間字壇場 櫨・ "'. .....暢揮・聾雌

12憧声匝適齢 執田市下輔岨宣偶字憧戸車 通情包歯・'.曹 須車揖・企圃橿・赤禍色主圃

13 庫野圃温・

1・豊岡・

15 ，覇軍

1・精子山E量・

17 竹字由酒量師

団 上量買甚檀温'

19 1!It蝿遭晦

a。ト訟ノ下I温勘
21 'lllノ下E遺跡
22 .沢温跡
目語圏

割噛蝿.

馳田市下町圃畳闘参熊野田

馳圃市下飯埴量贋字畳間

;1食・市歯量A・圃字靖館

;1史圃"'.Jl鳩略字曙.
岨回市・量繍崎字幅値

棋圃lI!量昆JII.零ニッ... 
植田市下飯輔禽噛字軒沢

執田市金昆富田字輪ノ下

枚田期金且盲a'l!松ノ下
検閲市下断腸'J、軍"'.沢
曽田市下幅櫨'J、車字箱館
敏田市下蝿蝿噛蝿字下両

自信櫨φ宝庫聞曙 融岡市下画圃轡蝿字下両
+ 

揖寵埴..~事前王圃世田市下幅櫨揖岨字下両

il幅包宮.."....・@雀芝・.1l...1....・褐色倉.'..'..."...・・x・a
~ 

櫨・r '"・ 主.....・・

"〉・轟柚邑官睡・・"・....石島・調車圃.;t・ー
や ， 一一
週愉包倉地....fI 舗.....揖色主・

量術担宮地圃宜 蝿主主語
r -----

;a術包宮崎圃宜 縄文士圃

週楠包歯柚膏血.'"宮 調車轟・9惨禍色主橿
~ 

U温楠包歯地機血'早世 JII車畢
日量柚笹倉地・・".・"....縄文土器.ljI.II.;t陣幽
園町 e世 純網野穆段聾

岨館 CPtl .1............. - .1.・・・・・III..........~J・"

Z睡即曙 ゆ. 宜慣印曙《曙船

直圃 右肩

第3図長岡遺跡と周辺の遺跡
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第E章 調査の記録

1.調査の方法

制査を進めるにあたり、 言骨量ま対

象区にーlまl曲1mx4mのグリ γ

ドを設定した(第d闘いグリッド

町南北紬は磁:ltに対応させ、南北

輸に直交する東西軌を設定した。

したがっ て、本報告書の)i~鴎面i

町北は磁北を示している。なお、

長岡遺跡が所ぜ証する北縛39・、'lI!

緩J40・では磁北は呉~tに対してt'1

8' 10'酉偏している。南Jt輸に労。
用数字、 京商事I1 1こ 2 文~1・ アルファ

ベッ トをf.tし、*-'グリ ッドのili'llr
l鵜の交点、で附者を組み合わせてグ

リッド名とした。

調査区は大きく分けて 2地l亙あ

り、北側をA区(j'f.Ut40m)<東西

54.5111+拡張区 ・約631ll)、南側を

s IK. (繭北7rnx東西72.5mlと

した。 ... 1孟 と B I五の IL~に も思議文

化財が包蔵されているが、工事的

計画変更により、 f*獲されること

から調査は災施しなかった。南北

車sのMAラインをセンずーラ イン

として、A区のMA50、B区のM

.1'.4を各gのセンクー杭として佐

川した。

遺物的取り 上げは、 グリッド

名・層I立名を記録したグリッド上

げを基本とし、 i車立、出土地点を

記録し取り上げた。

:iI'11曹の平副|淘・断蘭|語、土婦断
面閣は 1/20の縮尺で作成した。

写真は35棚版のカメラを用いた。

造物は55cIDX' 31岨 x15cmのコン

テナで37絡である。il'.!物はi$¥:i争・

接合・ 注g2作業を行い、笑調。悶を

作成した。
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2.基本層序

長附jr!跡では、 A区の南西側やsI互の l母河川勝において多数の府の1Ii:

鍍がみられた。AIi!:、日区のそれぞれの服fi!についてまとめると以下のよ

うになる(第5-6凶)。

A区

第IH理 (表土・緋作土)暗潟色l'に紫色j.が混じる。水闘の耕作土で

ある。

自信Ul百 (造成j:}~告掲色、 褐灰色、 11<褐色土に11 ) -2側の灰白色の

小a撃が盟主じる。踊|場事軍備による造成士.である。逃成jーの違い
は聞湯量E輯iの時期経を示している可能性がある。

自信田嬬 (終地層}然褐色土によ定化物が混じる。古代の3聖地府である。

南京都から樹軒l中央部にかけてI量破しているαしまりは強い。

第W層 (自然堆積層)D音線灰色土に炭化物が混じる。細流区西側の浪

地跡にl民有iした自然1世椛Rきである。

第V厨 (地UIfIi:l:精}脅灰色粘土の地山府であるe

B区

第1熔 (表土 .lJt作土)Hi}褐色粍;1書士に黒色士が混じる。水聞の緋ft

;1'である。

第日緩 {造成土}穏灰色、線溺色、黒色土に!l1-2cOlの灰白色の〆i、

明書が混じる。間h昔懸備による造成土である。造成土の速いは

闘1轟~備の時期器を示している可能性がある。

郷田勝 (自然3量殺h'!)第田婿~第V1l1lは1~サ伊illll跡。及びその周辺に1ft

総した廓である。第困層は‘自然l陸横婦であり 3つに納分さ

A区

日

皿

11' 

v 

B区

日

団B

ー---EmEa2・ーーーー

JV 

v 

、1

れる。 第5図 基本土層柱状図

・ 1存 阻 B ~普 鰐潟色土に植物遺体が滞干混じる。また、自作llJ苗

起謂源1の灰白小耳礁襲を若干合む。 1号

川E跡事会体をJ広ι純翻に緩つている。
・第四BS扇 照褐色上に植物遺体がi品じる。綴地状になる1-Ij'i可川断、中央部にレンズ状に堆

続している。また、 l号河川跡南京都には、第町BS庖とi車絞する形で、 比絞

的粘伎の強い節目BS'府がI陸横している。

・第四51詩 鳥総色砂質土に縫物治体が多誌にi見じる。 I 号河川民事骨j~ilfI1tにのみ雄綴して

いる。

第W層 (車産地締)灰褐色Jーに純物遺体が若干混じる。 しま りは強い。 I号河川|跡西岸に都分的に地

積している。古代の車産地層である。また. 1 号河川跡雨副都には、 割高W婦と迫絞するjf~で、

給性の強い第~，.府が1韓積している。

第v1i'l (自然雄積層}If!.褐色砂í!f土に他物遺体が多滋に混じる。 fit < 堆積し、古代の土~1f .木製品

が多量立にltI土した。

第¥1庖 (地UJ結ι1;精)育灰色粘士的地山庖である。

ー7-
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1発見遺構と出土遺物

AIKの発見遺構と出土遺物

1号建物跡(第 8図 窓口坂7) 

A区中央部の第V層地山面より検出された総柱東西棟の掘立柱建物跡である。梁間 2開 (2.lm 十2.lm)、

桁行 2問 (2.1m+ 2.l m) で、建物方位は桁行が西で約34度北に振れている。柱掲り方は長軸60~75crn 、

短l1îr1140~65crnの円形または楕円形で、深さは15~35crnで、ある。全ての柱掘り方で抜き取りが行われてい

る。 4号、 5号建物跡と重複し、 4号建物跡よりも新しく 5号建物跡よりも古い。

1号建物跡出土遺物(第28図-1 図版24-1) 

須恵器(1) : NO.2柱掘り方の堰土出土で、底部回転ヘラ切り後、軽い撫で調整を施した杯である。

。
1: 80 

2m 

♂匂L
>( '/j ~ 

ず

問。♂」う¥

第 8図 1号建物跡

1 1'f灰色砂質二i二にH奇灰色土が混じる、炭化物混入
2青灰色粘質士、炭化物慌入

3 llf灰色砂質土、炭化物混入
4 fI音J災住j色二i二、炭化物混入
5 干灰色村i質上、炭化物混入

※柱掘り方脇の数字は柱掘り方NO.を
示す (1号-8号建物跡に共通)
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2号建物跡(第 9図図版8~ 9) 

A区東部の第V層地山面より検出された東西棟の掘立柱建物跡である。梁間 2間 (2.4m+ 2.4m)、桁

行 3間(1.8m+ 1.8m + 1.8m) で、建物方位は桁行が西で約32度北に振れている。柱掘り方は長軸37~75

-11一
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第 9国 2号建物跡

cm、短11i由30~75cmの円形または隅丸方形で、深さは 5 ~30cmで、ある。 No.3 柱掘り方から柱材と考えられ

る木材が出土している。木材は直径15cmの丸太材で、ある。それ以外の掘り方では柱材の抜き取りが行わ

れているの 3号建物跡と重複しこれよりも吉い。

2 号建物跡出土遺物(第28図 -2~5 図版24-2 ~ 5) 

2、4、5は抜き取り思土、 3は埋土出土であり、 2はNo.9柱掘り方、 3はNo.3柱掘り方、 4、5 

はNo.4柱掘り方から出土している。

須恵、器(2) :底部回転ヘラ切り後、軽い撫で、調整を施したよ不の底部破片である。

土師器 (3~5) : 3~4 は套の口縁部破片、 5は斐の頚部破片である。いずれも外面には、 1 ~ 2 

本の横走沈線がみられる。 3と5の内面は横方向の刷毛日調整を施す。 3は口縁部端面に刷毛日調整後、

横方向の撫で調整を施す。 4の内面は摩訴えにより不明である。

3号建物跡(第10図図版8~ 9) 

A区東部の第V層地山面より検出された来四棟の掘立柱建物跡である。梁間 2111J (2.25m + 2.25m)、

桁行 5間(1.8m+ 1.8m + 1.8m + 2.7m + 1.8m)で建物方位は桁行が西で約33度北に振れている。柱掘り

方は長~jrI150~87 cm、短車IIJ50~80cmの円形、楕円形または隅丸方形で、深さは19~35cmで、ある。 No.5 、 14
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1 ケ灰色粘t'L!こに1111灰色 lニカ'l1tじる、炭化物混入
2 i'J灰色砂V{土に陥灰色二I~が混じる、炭化物混入
3 灰色砂JLt j:に H剖天褐色WÎj~が混じる (11音渠J1ILU
4 1年灰色砂質二l二、炭化物混入
5 1I 1j'灰褐色 lf，li質土に灰色lf，~1"[j二が混じる、炭化物混入
(j t'r灰色粘賢二I~ にlIìr灰褐色粘土が混じる、炭化物混入
7 i'f灰色砂質土に1I1'f灰色粘質 l二カ'iJtじる、炭化物混入
8 灰色Wi質土に11音灰色i'，lj質土が混じる、炭化物混入
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子 ι三人匂¥

¥δ， 

第10国 3号建物跡

柱掛り方では柱材が遺存しており、 NO.3柱掘り方埋土から柱材と考えられる木材が出土している。それ

以外の掘り方では柱材-の抜き取りが行われている。 2号建物跡と重複し、これよりも新しい。

3号建物跡出土遺物(第28図 6 図版24-6) 

須恵、器(6 ) NO.14柱掘り方の埋土出土で、底部回転ヘラ切り後、軽い撫で調整を施し、台周縁に撫

で調整を施した台付杯である。この他に、柱掘り方より赤褐色土器片が出土している。

4号建物跡(第11図図版10)

A区中央部の第V層地山面より検出された南北棟の掘立柱建物跡である。梁間 l間 (2.7m)、桁行2間

(2.25m + 2.25m) で、建物方位は梁間が西で、約32度北に振れている。柱掘り方は長軸50~70cm、短IM145

~65cmの円形または楕円形と隅丸方形で、深さは15~30cmで、ある o NO.2、3柱掛り方で、直径20cmの柱痕

跡が認められる。 1号、 5号建物跡と重複し、 l号、 5号建物跡よりも古い。 7号建物跡と位置的に重

守、J11
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5号建物跡(第12図

A区中央部の第V層地山面よ

り検出された総柱東西棟の建

物跡である。梁間 2間(2.1 

m + 2.lm)、桁行3間(1.8m+ 

1.8m + 2.1m) 

桁行が西で約33度北に振れて

図版11)

で、建物方位は
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いる。柱掘り方は長軸24~62

短軸35~55cmの円形またcm、
仁、
~ 

b入
、〈

は楕円形で、深さは 3~20cm 

/。口
仁ra
匂
~ 
11-

である。ほとんどの柱掘り方

で柱材の抜き取りが行われて

No.6柱掘り方から柱

材と考えられる木材が出土し

いるが、

4号建物跡第11図
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ている。木材は一辺13cmの角
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4号建物跡と重複し、 1~号、 4

号建物跡よりも新しい。 7号建

物跡と位置的に重複するが、切

り合い関係はない。

6号建物跡(第13図図版12)

A区北部の第V層地山商より

検出された東西棟の建物跡であ

る。梁間 I陪 (2.1m)、桁行 2

間 (2.1n1+ 2.1m)で、建物方位

は桁行が西で約33度北に振れて

いる。柱掘り方は長軸40~49crn 、

短軸35~43crnの円形または楕円

形で、深さは30~70crnで、ある o

NO.3、6柱掘り方では直径約25

crnの柱痕跡が認められるが、そ

れ以外では抜き取りにより柱痕

跡は不明である。

6号建物跡出土遺物

(第28図-7 図版24-7) 

須恵器(7 ) NO.2柱掘り方

の抜き取り埋土出土で、底部回

転ヘラ切り後、軽い撫で調整を

施した士不である。

。
¥ 
¥ 
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l 黒Ì'&l色1'1Ii =lこに褐色粘 nj~_がirè じる、炭化物混入
2 U/H白色粘土にす灰色砂質土が混じる、炭化物混入
3黒筒色粘土、炭化物が多く混入

ど1Jl資灰渇色l'lli=lこに青灰色砂t1=1:がiltじる、炭化物若干混入
5 Jl斉灰褐色粘土、粘七1:強い
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第13図 6号建物跡
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7号建物跡(第14図図版10)

A 区中央部の第V層地山面より検出された東西棟の建物跡である。梁間 2問 (2.25m十2.25m)、桁行2

関 (2.85m+ 2.85m) で、建物方位は桁行が西で約45度北に振れている。柱掘り方は長Ilifl140~52cm、短Ililh

35~52cmの円形または隅丸方形で、深さは18~40cmで、ある。 NO.3 柱掘り方で、直径約19cm 、 NO.4 柱掘り

方で、直径約13cmの柱材が遺存している。柱材は丸太材である。それ以外の掘り方では柱材の抜き取りが

行われている。 4号、 5号建物跡と位置的に重複するが、切り合い関係はない。

8号建物跡(第15図図版13)

A区中央部の第V層地山田より;2222JiIT522S211局、♂ヒ1552入
検出された南北棟の掘立柱建物跡:;;自国主122221;52tZ炭化物れ二日t入
である。梁間 I間 (2.25m)、桁行

2間 (2.25m十2.25m)で、建物方

位は梁間が西で約46度北に振れて

いる。柱掘り方は長!I!fh35 ~ 50cm、

短軸30~40cmの円形または隅丸方

形で、深さは16~30cmで、ある。す

べての柱掘り方で柱材の抜き取り

カま行われている。

8号建物跡出土漬物

(第28図 -8~9 図版24-8 ~ 9) 

いずれも抜き取り埋土出土であ

り、 8はNO.6揖り方、 9はNO.3

掘り方から出土している。

師器(8) :護の口縁部破片

である。外国は段状となる 3本の

横走沈線、内面は横方向の刷毛日

調整を施す。

赤褐色土器(9) :底部回転糸

切り無調整の杯である。外国体部

下半に煤状炭化物が付着してい

る。

1号柱列跡(第16図図版14)

A区南東部で第V層地山面より

検出された柱列跡である。 5基の

柱掘り方よりなる東西方向の柱列

で、方向は西で、約24度北に振れて

いる。 柱間間隔は1.8m+ 1.7m十
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第拓国 3号建物跡

δ 、、、、、

¥ら
θ ......6iJ 
GJ 
ι'---../1 1 Jl[灰色粘土、炭化物混入

2 Ill~灰色粘土、炭化物混入

第16図 1号柱列跡
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第17図 6号満跡
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1.8m + l .5mで、ある。柱掘り方は直径50~65cmの円形または方形で深さは35~60cmで、ある。全ての掘り方

に柱材の抜き取り跡が認められ、全体的な抜き取りが行われている。土師器片が出土している。

5号溝跡(第17区i図版17~18)

A 区中央部から南東部にかけて、第V層地山面より検出された滋跡である。 rlJ高20~40cm、深さ 4 ~20 

cmで、ある。 溝の方向は西で、約28度北に振れており、湿地跡から南東方向に延び¥南へ蛇行した後は西で

36度北に振れ、調査区外へ延び、る。

5 号溝跡出土遺物(第28図-1O~1l 図版24-1O~1l) 

いずれも埋土出土で、ある。

土師器(10) :内面黒色処理された台付域である。底部切り離しは磨滅により不明であるが台周縁に

撫で調整を施す。内面全面に漆が付着している。

赤褐色土器 (11):底部回転糸切り無調整のよ不である。

7 号溝跡(第18図図版17~18)

A区中央部から南東部にかけて、第V層地山面より検出された百年跡である。 rlJ高40~100cm、深さ 8~26 

cmで、ある。 溝の方向は西で、約32度北に振れており、湿地跡から調査区外へ市東方向に延びる。 溝の始ま

りは浅く、扇形を呈する。

7 号溝跡出土遺物(第28図 -12~23、第32図- 1 図版24~25-12~23、図版28- 1) 

いずれも埋土出土である。

土師器 (12~15) 12は底部から体部下半にかけてケズリ調整を施したよ宛である。外面は口縁部のみ

横方向のミガキ調整、内面は縦方向のミガキ調整で黒色処理を施す。 13は非ロクロ成形の高杯である。

外面は縦方向のミガキ調整、内面はミガキ調整で黒色処理を施す。 14は属部回転糸切り無調整の台付域

である。台周縁に撫で調整を施す。内面は縦方向のミガキ調整で黒色処理を施す。外面体部下半に軽い

二次加熱痕がみられる。 15は非ロクロ成形の琵の口縁部破片である。外面体部上半に縦方向の刷毛日調

整、頚部から口縁部に横方向の撫で調整を施す。内面は横方向の刷毛白調整を施す。

赤褐色土器 (16~23) 16~21は底部回転糸切り無調整の杯である。 16には外国底面から体部下半に

かけて二次加熱痕がみられる。 20には外面体部下半から底部端面にかけて、 21には内面全体と外面口縁

部から体部上半にかけて二次加熱痕がみられる。 22は底部回転糸切り無調整の皿である。底部は厚く擬

高台風となっている。 23は台付杯である。底部切り離しは磨訴えにより不明であり、内面全面に漆が付着

している。

瓦(1) :平瓦の破片である。凸面には縄目の叩き痕がみられ、凹面には布目)王痕が残る。四面に粘

土板の糸切り痕がみられ、一枚作りによるものであると考えられる。

8号溝跡(第19図図版19)

A 区北1~!IJの第 V層地山面より検出された南北方向の溝跡である。 r福田~95cm、深さ 9 ~18cmで、ある。

溝の方向は北で、約18T:支束に振れている。
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8号溝跡出土遺物(第28図 24 図版25-

土師器 (24):理士出土で、底部からの立ち

上がりがゆるやかな杯である。底部切り離しは

磨滅により不明である。外面は口縁部から頚部

にかけて横方向のミガキ調整、内面iは斜方向の

ミガキ調整で黒色処理を施す。

1号井戸跡(第20図図版20)

A区北部の第V層地山面より検出された井戸

跡である。平面形は長軸約180cm、短Ilirn約155cm

の円形である。ほほ垂直に掘り下げられ、確認

面から底部までの深さは190cm、底部は甚径約

90cmの円形となる。井側は検出されていないが、

埋土より板状の木材等が出土しており、当初、

井側を有していたが廃棄時に材の抜き取りが行

われた可能性がある。なお、確認面近くで板材

が検出されたが、遺構に伴うものであるかどう

かは明確でない。また、底部付近の南側面で自

然木が第V層地山中に入り込んで、検出された。

埋土から土銅器片、赤褐色土器片が出土してい

る。

、ミテ-----;1' 

入一一

1: 50 

]時灰褐色村iご1:に{立花j色Win.1二がiJ1
じる、炭化物混入

2 灰色もliy'[J:にIl，j灰侶色Wil-_がin

じる

-----Bノ13-、、
、ミミ子-----13'

1 1O.801~B 1ヨ一向

。
1:100 

4m 

第19図 8号溝跡

1号井戸跡出土遺物(第54図-1 図版37一銭貨 1) 

銭貨(1) :理士上層より出土した寛永通賓である。寛永通賓の分類では、古寛永(初鋳1636年~

1659年にかけて鋳銭)に該当する。

5号土坑(第21図図版21)

A区南東部の第V層地山国より検出された土坑である。長軸約240cm、短軸約220cmの円形で、深さは

29cmで、ある。壁はゆるやかに立ち上がり、北側に小ピットを有する。

6号土坑出土遺物(第29図-25~29 図版25-25~29) 

いずれも埋土出土である。

須恵器 (25~26) : 25~26は底部回転ヘラ切りの杯である。 25は底部切り離し後、ていねいな撫で調

を施す。焼成は不良であり、色調はにぶい黄澄色を呈する。 26は底部切り離し後、軽い撫で調整を施

し、底部に判読不明の墨痕がみられる。

赤褐色土器 (27~29) : 27~28は底部回転糸切り無調整で、体部下端から下半にかけてケズリ調整の

ある杯である。 29は護である。内外面ともに、横方向のロクロ利用のカキ日調整を施す。口縁端部を小

さくつまみ出している。

ハリフ一
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l黒褐色こ、背灰色砂少量混入

2 ~I:\褐色組iýiJ土に青砂色7&が混じる

3黒褐色;J'ti質二!二に背灰色;j.(linj二が混じる

第20図 1号井戸跡

7号土坑(第22図図版22)

A区南東部の第V層地山匝より検出された土坑である。長Ili由約140crn、短軸110cmの楕円形で、深さは

10cmで、ある。壁はゆるやかに立ち上がり、南側に小ピットを存する。 理士第1、3層には炭化物が混入

する。

7号土坑出土遺物(第29図-30~34 図版25-30~34) 

いずれも埋士出土である。

土師器 (30):底部回転糸切り無調整の台付血である。台周縁に撫で調整を施す。内面の調整は磨滅

により不明瞭である。外面体部下半から脚部・底部にかけて二次加熱痕がみられる。

赤褐色土器 (31~32) : 31は底部回転糸切り無調整の杯である。 32は鍋である。内外面ともに口縁部

から体部上半にかけて撫で調整を施し、体部下半には内面に平行の当て具痕、外面に平行の叩き日痕が

みられる。内面体部下半は~lp き締め後、撫で調整を施している。

ウん



陶磁器 (33~34)

33は白磁小i宛の口市柔部

破片である。粕の色調

は灰白色を呈している。

34は灰粕陶器の台付皿

底部破片である。ネr11は、

台付近に部分的にみ

られる。底部切り離し

は不明だが台周縁にて

いねいな撫で調整を施

す。内面は転用硯とし

て使用されている。

ペ-

斗-

8号土坑

(第23図図版22)

A区南東部の第V

地山面より検出された

土坑である。長軸約150

cm、短軸約145cmの円形

で、深さは 7~23cmで

ある。中央にくぼみを

存し、壁はゆるやかに

ち上がる。埋土から

赤褐色土器片が出土し

ており、理土第 I層に

は炭化物が混入する。

8号土坑出土遺物

(第29図-35~36 図版25-35~36) 

いずれも埋土出ことで、ある。

須恵器 (35):円面碗の破片である。脚

-/1' 

-A' 

1背灰色砂質 i二に!倍灰色jこがiJtじる、炭化物品入

2青灰色もll質土、炭化物混入

3背灰色:卜Fにlザ;灰色土がiJtじる 。 1m 

第21図 5号土坑

部外面に縦方向の 2本の沈線がみられる。

土師器 (36):非ロクロ成形の斐の口縁

部破片である。外面に段状となる 1本の横

走沈線が施される。

"'--‘ト

1黒色二l二、炭化物iJI入

2 ll't灰色二!二

3 11者灰色土、炭化物混入

。 1m 

第22図 7号土坑
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] Ilij泣灰色もlit'U二、炭化物混入

2 111子灰色Wi白土 。 1m 

第23図 8号土坑

9号土坑(第24図図版22)

A区南東部の第V層地山面より検出された土坑で

ある。長軸約90cm、短軸約85cmの円形で、深さは10

cmで、ある。監は西側はゆるやかに立ち上がるが、東

側では急である。埋土から土師器片、赤褐色土器片

が出土している。

10号土坑(第25図図版23)

A区仁1::1央部の第V層地山面より検出された土坑で

ある。長軸約125cm、短1P-由約115cmの方形で、深さ15

cmで、あり、壁はゆるやかに立ち上がる。南北方向に

暗渠の掘り込みによる撹乱を受けている。 1号建物

跡と位置的に重複するが切り合い関係はない。

10号土坑出土遺物(第29図-37 図版25-37) 

須恵器 (37):埋土出土で、底部回転ヘラ切り後、

軽い撫で調整を施した杯である。

11号土坑(第26図図版23)

A区南東部の第V層地山面より検出された土坑で、

ある。長軸約110cm、短1MI約60cmの不整形で、深さ

15~58cmで、ある。中央にピット状のくぼみを有し、

ヲ3

ぺ 1 \~ ~j '"ぺ

]な灰色右li'n卜ーにH剖天!日色 i二がiJtじる、 炭化物混入

2 灰色砂n~l: に I lf'il3，己 f首位|二がiJ~ じる、炭化物混入

。

第24図 9号土坑

111昔前褐色士、炭化物混入

2 lI ~i灰色 i二、炭化物混入

3 -11ft褐色土(lIii'i渠JlrU二)

4 1ft I天沼色土 (11*渠迎 u

。

第25図 10号土坑

1m 

1m 



壁は急、に立ち上がる。埋土から須恵器片、土師器片が出

している。

12号土坑(第27図図版23)

A区東部の第V層地山面より検出された土坑である。長

1Ml ff01 OOcrn、短軸約75crnの楕円形で、深さ 5crnで、ある。

はゆるやかに立ち上がる。埋土は黒色で炭化物が混入して

おり、土師器片、赤褐色土器片が出土している。

その他の遺構 (Pit) (第 7[~) 

A[玄の第V層地山面から検出されたピットから柱材や礎

板等が出土している。

Pit 1、4、5、6からは丸太材が出土している。 Pit1 

からは辺材で一辺 9crn以上の角材、 Pit4からは芯材で直径

14~ 18crnの面取りの粗い丸太材、 Pit5からは芯材で一辺10

crnの角材、 Pit6からは芯材で、直径15crnの丸太材で、ある。

Pit 2、3、7、10からは礎板が出土している。 Pit7出

土の礎板は縦36crn、横21crn、厚さ3.5crnで、片面が調整され

ており、その面が内側に反る。井戸枠材を転用した可能性

がある。 PitlO出土の礎板は縦20crn以上、横20crn、厚さ 6crn 

で、破損のため全体の形状は不明であるが、片面が調整さ

れており、その面が内側に反る。井戸枠材(井筒ヵ)の転

用と考えられる(図版37)。

A区中央南側のPit8とPit9からは土器が、 A区中央の

Pitl1からは銭貨が出土しているが、これらの遺物について

は以下に述べる。

Pit 8出土遺物(第29図-38 図版25-38) 

須恵器 (38):理土出土で、底部回転ヘラ切り後、 II詮い

撫で調整を施した杯である。

一/1
1
1

1 'f守灰色砂質土にH奇妙ミ褐色土が混じる、炭化物混入

2 r1r灰色Wi'F!J二にIIr';1災住j包二i二カ'1ftじる、炭化物混入

1m 
1:30 

第26図 11号土坑

イ
¥、

"'--ィ，

1 色二、炭化物含む

1m 
1:30 

第27図 12号土坑
Pit 9出土遺物(第29図-39 図版25-39) 

赤褐色土器 (39):埋土出土で、底部回転糸切り無調整の皿である。内外面ともに口縁部から体部上

半にかけて煤状炭化物と二次加熱痕がみられる。

Pit11 出土遺物(第54図 -2~3 図版37一銭貨2~ 3) 

銭貨 (2~3) :埋土より重なり合って出土した。 2は洪武通費(明・初鋳1368年)であるが、銭厚

が薄く銭文も不鮮明で穿内に鋳張りが認められることから、模鋳銭の可能性がある。 3は無文銭である。
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25~29 6号土坑
30~34 7号土坑
35~36 8号土坑

37 10号土坑
38 Pit 8 
39 Pit 9 

第29図 A区遺構内出土物(土器@陶磁器)②

A区遺構外出土遺物

A区第 I層(表土)出土遺物

(第30図-40、第53図 1、第54図-4 図版26-40、図版37一石器 1、銭貨4) 

磁器 (40):肥前系磁器の白磁丸皿である。蛇ノ自紬剥ぎを施しており、高台部分は無紬である。

石器(1) :珪質頁岩製の石箆である。基部は欠損している。摩手の剥片を素材とし、周辺部に二次

加工を施す。

銭貨(4) :寛永通賓で、ある。寛永通賓の分類では、新寛永(初鋳1697年~1747年、 1767年~1781年

三

ιリフ一



にかけて鋳銭)に該当する。

A 区第 E 膳(造成二七)出土遺物(第30~31図- 41~63、第32図 -2~8 、第54図 -5~7 図版部~27

41~63、図版28- 2 ~ 8、図版37一銭貨 5~ 7) 

須恵器 (41~50) : 41は底部回転ヘラ切りの杯である。底部および体部下端にケズリ調整を施し、内

部には漆が付着している。 42は底部回転ヘラ切り後、軽い撫で調整を施したよ不である。 43は底部回転糸

切り無調整のよ不である。 44~45は底部回転糸切り無調整の台付皿である。いずれも台周縁に撫で調整を

施す。 46は天井部ヘラ切り後、ケズリ調整を施した葦である。端部は屈曲して内傾する。つまみの形状

は欠損しているため不明である。 47~48は円面硯の腕l部破片である。 47では縦方向の沈線 3 本と横方向

の沈線 l本、 48では縦方向の沈娘4本と横方向の沈線1本がみられる o 49~50は護の体部破片である。

いずれも外面は平行叩き日であり、内面は放射状当て具痕がみられる。

土師器 (51~53) : 51は台付1mである。高台および底部が著しく磨滅しているため、切り離しは不明

である。外面は口縁部付近のみ横方向のミガキ調整を施し、内面は全面にミガキ調整し内面黒色処理を

施す。 52は非ロクロ成形の斐の口縁部破片である。外面は口縁部から頚部にかけて 6本の横走沈線を施

し、口縁端部にも浅く沈線状にくぼませている。内面は横方向の撫で調整を施す。 53は非ロクロ成形の

翠の底部である。底部は撫で調整、外面は縦方向のミガキ調整を施す。飴土はやや粗い。

赤褐色土器 (54~56) : 54は底部回転糸切り無調援の杯である。 55は双耳鉢の耳部破片と考えられる。

焼成はやや甘く、胎土はやや粗い。 56は鍋の脚部破片である。脚部先端は加熱により変色・剥落してい

る。飴土はやや粗い。

陶磁器 (57~62) : 57は西洋コバルトを用いた銅板転写による磁器染付碗である。文様は鶴と亀であ

る。 58は肥前系磁器の染付丸腰lで、文様は不明である。蛇ノ官柑剥ぎを施し、高台部分は無利である。

59は肥前系(唐津系)陶器の灰粕丸阻である。勅の色調は暗オリーブ色を呈し、高台から体部下半は無

紬である。 60は肥前系(唐津系)陶器の銅緑紬小皿で、ある。蛇ノ日未rEl剥ぎを施し、砂白積みの痕跡があ

る。 61は肥前系(唐津系)陶器の鍋緑粕中皿である。蛇ノ目紬剥ぎを施している。 62は瀬戸・美濃系陶

器の灰税鹿lである。和|の色調はオリーブ灰色を主し、文様は菊花の印花文である。

フイゴ羽口 (63):フイゴ羽口の破片である。図の左側が先端部であり、ガラス質の溶解付着がみら

れる。

瓦 (2~8) 2は平瓦の破片である。凸面には縄目の叩き痕がみられ、凹面には布日)王痕が残る 0

[~:l]面に粘土板の糸切り痕がみられ、一枚作りによるものと考えられる。 3~4 は丸瓦の破片である。 3

は凸面は縄目による叩き締め後、撫で調整を施し、凹面には布目庄痕を残す。 4~5 は凸面は撫で調整

を施し、叩き締めの痕跡は不明である。四面には布目任痕を残す。 4の焼成は良好であり堅紋である。

6~8 は格子百平瓦の破片である。いずれも凸面には格子日の叩き痕がみられ、凹面には布目圧痕を残

す。 6の焼成はやや軟質、 7は良好であり、 8は良好で堅紋である。また 8には出面に粘土板の糸切り

痕がみられ、一枚作りによるものと考えられる。

銭貨 (5~7) 5~7 は寛永通賓で、ある。寛永通賓の分類で、は、 5~6 は古寛永(初鋳1636年~

1659年にかけて鋳銭)、 7は新寛永の「文銭J(初鋳1668年 ~1683年にかけて鋳銭)に該当する。
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第31図 A区遺構外出土遺物(土器@陶磁器)②

A 区第班麗出土遺物(第31図 -64~68、第33図- 9 図版27-64~68、図版28- 9) 

須恵器 (64~66) : 64~66はいずれも底部回転ヘラ切り後、軽い撫で調整を施したよ不である。 65は口

縁部がゆるやかに外反する。

土師器 (67):底部回転糸切り無調整のよ宛である。外面は体部下半から下端にかけてケズリ
調整を施

す。内面は横方向のミガキ調整をし黒色処理を施す。内外面ともに口縁部から体部上半にか
けて二次加

熱痕がみられ、内面黒色処理はほとんど消えている。

赤褐色土器 (68):回転糸切り無調整の杯である。底部切り離しはやや雑である。

瓦(9) :丸瓦の破片である。凸面は撫で調整を施し、叩き締めの痕跡は不明である。出面
には布日

}王痕を残す。
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第33図出土遺物 (瓦)②

A区第WJi出土遺物 (t!l31凶ーω ，再3.1図ー10-12 1喝臥27ー柚.悶版28-10-12)

須恵器 (69):天井MlÞ~'"ヘラ切りの葦である.つまみの形状は函手なボタン4主である つまみ殴り

1m後ていねいな犠で調f!を脆す.

瓦 (10-12): 10-11は平瓦の厳片である.lOIU'，aiiに防下回のPIJき痕がみられ.凹凶11二.fti日庄痕を

伐寸。また凶揃嬬泌をi師11:(り加工しており.焼成は良好で日正織である。IIは凹凸の湖面iIこ織でir.1~を絡

す。ん凶は撫で調較的的側Hの11nき療がみられる。12は)L1{.の破片である。oiuiは撫で澗監を施し、 PIJ

き絡めの痕跡11不明である。凶耐には晴i9 JfJIlを伐す。また1'.'1，r~の相iiï商の端部をI同取り 加u: しており 、

焼成11良好で~級である.

A区第V層 {地山}直よ出土遺物 {第31図-ro.割高54凶也事 図版21-拡悶飯37・銭費8)

赤潟色土器 (7唱，):氏自，U"'~長切町の呼である。 体侭ド半から下翁にかけてケズリ調診を施す.

銭貨 (8 ) 段取l泊貨 uヒ~.初jJj I11 1年}で、字体がJe'jl}体のものである。

B区の発見遺稿と出土遺物

1号満跡 {第封筒 l司阪15)

8区東側から中央部にかけての第明感地山両より検出された溝跡である。 暢40-1忽同.~さ 7 -2:加

である。議の)j(<')は再開貨(J!外から修認範簡の中位までは内で約14俊樹に綴れ.両市百万1")に延びる。そ

-31-



の後はj!ljで豹2U史北に綴れ、下流ではほぼ系組に方向を変えて、 lぢー河川島事に流れ込む。下流係の即ょ七

第1婦からにぷい黄色の綿粒 (1嘩F火山灰)が検出されている <r第1V.!it 長側iu跡のテ7ラ分析」参

j開)。

1号溝跡出土遺物 (第44JgI-1J-13、第50凶・1-2 悶J:ti29-71-73、凶版35-1-2) 

71と73は底瓶、 72と木製品 1-2は岐土出土である。この世l!に埋土から赤褐色j二日品片がIft-!::している。

須rtt務 (71-72)・71は底部回転ヘラ切り後、緩いj薫で銅盤を施した台(，j-i平である。台周縁は畿で湖

獲を絡す。72は長務費置のJ.. '<ij協である。成硫は砂底般に主っており、台J市緑は自民で郷里告を泌す。

土師;r~ (73) :底帝11厄l転糸切 り の台付随である。 台関縁は織で調書告を紘し、体$下半に糸線~Rの潟撃

を施す。

木製品 (1-2):1-2は様状製品である。 1は」ニ端爺に商取り加工があり、穿孔がある。下古車部

は欠燃している。 2は上総穏に耐JC{り加工、下端部は尖らせている。

2号満跡 {第3S鴎鴎飯16)

Bs中央部町第¥1R当地IIt[1師より検出された東側方liQの機器容である。Ofoi35-55c111、i*さ J-4<mである。

t障の111旬はR耳で約 1J~~ヒに振れている。 削平を受けているため流絡の待甜1I 1:l:不明であるが、 3号i揖跡も

しくは4サ桃色れこ連続する可能性がある。浪士から須恵、お片、(>¥"，総色土絡片が出土 している。

3号満跡 (第36凶図版16)

B区中央制iの第W厄前より検出された郷跡である。繍30-110<111、採さ 3-7師、流路長約4，9tllであ

る。 織の方向は西で約15!îC~tに綴れて必り 、 東南東方向に延び、 下流で頗を広げて 1 号河川1跡に流れ込

む。 腿土地、ら須恵、告書片、 土町li ~~)t. 赤褐色土綜片が出志している。

4号満跡 (第37芭l図版16)

B区中央部のmv服部より検出された緋跡である。卵40-日伽町、深さ 3-12畑、担民路f毒事~5，9mである。

I青の方向，~西で約iOf.l!:北に振れてお り 、 j!H>拘束方向に~ぴ、 1号河川跡に流れ込む。JjJl土から須恕i器片、

赤褐色土~片がtU土している。

4号満跡出土漬物 (第52凶-] 問販37-鉄製品1) 

鉄製品 (1) 坦!土出土で、大型の刀子である。

5号満跡 {第381語鴎版18)

B区西側の第vl層地Illifiiより検111された泌跡である。幅約l20c曲、深さ13叩の額で約30Jf尚に綴れる来

事目的機と不重症形の湾側のi障からなる。 北から繭へと延び、東側の械が班世1)のi;によって~J ちれると縦 l

-2.9mのやや広い携となる。飼辺からは細い抗状的木材がIIIニtしている。

5号満跡出土遺物 {第44凪ー74-75 鴎版2事ー7~1"'_75)

74は既土‘751.i底蘭/lI・lーである。

絢磁器 (74-75): 7-1は肥前系磁器の染付九mである。内部に 2丞裕子文を染め付け、蛇ノ日1由剥ぎ
を絡す。751まJ)I!!術系(成i:It系)陶絡灰紬九回lである。粕の色御1;1:オリープ灰色を設し、蛇ノ関車h剥ぎを

施L、荷台音11分は無利rt'ある。
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'前灰色紗実£に切符灰色鮎質土と燃側色

鈴土><t・じる.Y!ft:駒野千鈍入
2湖灰色総IH に附帯灰色餓質主が混じる
3集泌色鮪土に'"“灰色納土が混じる、I<<"'l車体混入

l ，'.e倒~~:t(ニa・11灰色I.I:IU:と 11111色IM1 1:がiI!むる (!W)
2 '"循色飴貿J:(二割..灰色絶費支と織・8色航tが混じる、ぷ処化2・11乎浪人
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第38図 5号溝跡

1号土坑(第39図図版20)

B区中央部の第VI層地山面より検出された土坑で

ある。長軸約75cm、短軸約70cmの不整形で、深さ 8

~15cmで、ある。壁はゆるやかに立ち上がり、中央部

にくぼみを有する。

1号土坑出土遺物(第44図-76 図版29 76) 

須恵器 (76):埋土出土で、蓋の天井部破片であ

る。天井部回転ヘラ切り後、軽い撫で調整を施す。

内面を転用硯として使用している。この他に埋土か

ら土師器片、赤褐色土器片が出土している。

111自緑灰色I'r'ii!I土に褐灰色粘質土が混じる
2日常緑灰色粘質-1二に青灰色村!こl二がj見じる

2号土坑(第40図図版20)

B区中央部の第百層地山面より検出された土坑で

ある。長車Ul約210cm、短i拍車ヲ135cmの楕円形で、深さ

は南側で9cm、北側で4cmで、ある。壁はゆるやかに

ち上がり、底部は複雑に掘り込まれている。

2 号土坑出土遺物(第44図 -77~78 図版29-77~78) 

いずれも埋土出土である。この他に埋土から須恵器片が出土している。

土師器 (77):底部回転糸切り無調整の台付域である。台周縁のみ撫で調整を施す。内面は黒色処理

1 :30 
1
1
 

守
BAI
 

l
 

--

第39図 1号土坑

を施す。ミガキは磨訴えにより不明瞭である。

赤褐色土器 (78):底部回転糸切り無調整の杯である。底部切り離しはやや雑である。

3号土坑(第41図図版21)

B 区中央部の第 VI層地山面より検出された土坑である。長Ip由約90cm、短~jrl1約75cmの円形で、深さ 7cm 
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である。壁はゆるやかに立ち l二がり、底部は

複雑に掘り込まれている。埋土から赤褐色土

器片が出土している。

ア

4号土坑(第42図図版21) ¥ 

B区中央部の第VI層地山面より検出された

土坑である。長軸約135cm、短軸約115cmの不

整形で、深さ 5cmで、ある。監はゆるやかに

ち上がり、底部は複雑に掘り込まれている。

埋土から須恵器片、赤褐色土器片が出土して

いる。

5号土坑(第43関図版21)

B区中央部の第VI層地山面より検出された土

坑である。長軸約70cm、短i陣約65cmの円形で、

深さは西側で 4cmを測り、東側では徐々に浅

くなっている。壌は西側で急、に立ち上がる。

5号土坑出土遺物(第44図-79 図版29-79) 

師器 (79):埋土出土で、非ロクロ成形

の護である。底面にはムシロ痕がみられる。

外国は縦方向の刷毛日調整、内面は横方向の

刷毛日調整を施す。

イ'-...... '-....../-1 ' 

1 nf~緑灰色も'îP{j二に褐灰色粘質土がi1~じる

2 奇灰色粘土に階級灰色i;，'i質土が混じる

。 1m 

ペ、、、、、

ペ---

1 1I1~総灰色村1質二!こに育灰色粘ニヒが混じる

マー

1階級灰色i;，'i質に青灰色:Wiこ!こが混じる
2青灰色粘土に階級灰色粘質土が混じる

。
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71~73 1号潜跡
74~75 5号潜跡
76 1号土坑
77~78 2号土坑

79 5 

79 

第44図 B区遺構内出土遺物(土器@陶磁器)

B区遺構外出土遺物

告区第五層(造成土)出土遺物

(第45図 -80~88、第53図- 2、第54鴎-9 図版29~30-80~88、図版37 ーお器 2 、銭貨 9 ) 

須恵器 (80):脚部に縦方向の沈線3本がみられる円面硯である。焼成はやや甘い。

76 

77 

ピグ78

土師器 (81~82) : 81は内面黒色処理を施した台付域である。底面は菊花状調整痕を残し、台間縁は

撫で調整を施す。内面は底部付近横方向、体部下半は縦方向のミガキ調整を施す。 82は非ロクロ成形の

護の口縁部破片である。口縁部から頚部にかけて 7本の横走沈線を施す。内面には煤状炭化物が付着し

ている。

赤褐色土器 (83~84) : 83は底部回転糸切り無調整の杯である。 84は底部回転糸切り無調整の血であ

る。

陶磁器 (85~88) : 85は西洋コバルトを用いる型紙摺りの磁器染付碗である。 86は肥前系磁器の丸碗

である。外国に 2重網目文を染め付ける。 87は白磁の仏飯器である。脚部の一部が露胎となっている。

88は肥前系(唐津系)陶器の灰柑皿である。粧の色調はオリーブ灰色を呈し、高台部分は無稲である。

砂日積み痕がある。
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石器(2) :珪質頁岩製の石匙である。つまみ部は欠損している。縦長の剥片を素材とし、周辺に一

次加工を施す。縁辺部には微小剥離痕がみられる。

銭貨(9) :寛永通賢で、ある。古寛永(初鋳1636年~1659年にかけて鋳銭)である。

B 区第車層出土遺物(第45~46図- 89~105、第50図 3~7 図版30~31-89~ 105、図版35-3 ~ 7 ) 

須恵器 (89~91) : 89は底部回転ヘラ切り後、軽い撫で調整を施した杯である。 90~91はいずれも底

部回転糸切り無調整の杯である。

土師器(100~102) 100~ 102は非ロクロ成形の歪である。 100は外出に口縁部から体部下端にかけて

縦方向の刷毛 I~I 調整を施す。内面は休部上半から底部にかけて横方向の刷毛目調整を施す。底面は砂底

風を呈し、ていねいな撫で調整を施す。 101は外面に体部下半から下端にかけて縦方向にやや幅広のミガ

キ調整を施す。また下端の一部をヘラ状工具で押しつけた痕跡がある。内面は体部下半から底部にかけ

て横方向の刷毛日調整を施す。底面は砂底風で、軽い撫で調整を施す。 102は外国に休部下半から円高に

かけて縦方向の刷毛日調整を施す。内面は体部下半から底部にかけて横方向の尉毛日調整を施す。底

はムシロ疫を残す。

赤褐色土器 (92~99 、 103~104) 92~96は底部回転糸切り無調整の杯である。いずれも底部切り lllfí~

しは雑である。 92は外面の口縁部から体部上半にかけて煤状炭化物が付着し、二次加熱痕がみられる。

97~99は底部回転糸切り無調整の血である。 98には外国体部下半に二次加熱痕がみられる。 103は砲弾形

長胴翠の底部である。外面に平行な叩き目痕、内面に平行の当て具痕がみられる。 104は鍋の口縁部破片

である。

土製品(105):用途不明の玉状土製品である。焼成前に約 4mmの1条の穴を貫通させている。

木製品 (3~7) : 3は棒状製品で、ある。両端を丸く作り出している。 4は斎串である。上端部に背

割れが確認できる。 5~7 は下端部を尖らせた串状製品である。 5~6 は上端部に面取りを施す。 7 は

上端部欠損している。 5~7 は、斎串として使用された可能性がある。

B区第五TJ露出土遺物

(第46~47図 -106~ 1l7、第50図- 8 ~10、第53図- 3 図版31 … 106~ 1l 7、図版35-8 ~10、図版37 一石器 3 ) 

土師器 (106~110) 106は域である。外国は口縁部に横方向のミガキ調整を施す。内面は、縦方向の

ミガキ調整をし、黒色処理を施す。底部の切り離しは摩訴えにより不明である。 107~110は非ロクロ成形

の斐である。 107は外面は縦方向、内面は横方向の制毛日調整を施す。底面には木葉痕を残す。外面に煤

状炭化物が付着している。 108~110は底面にムシロ痕を残す。 108は外国は縦方向、内面は横方向もしく

は斜方向の脱毛目調整を施す。 109は外面は縦方向の刷毛日調整を施した後、口頚部のみ横方向のミガキ

調整を加える。内面は斜方向の刷毛白調整を施した後、口頭部のみ最後にていねいな横方向の脱毛日調

整を施す。 110は外面は縦方向、内面は横方向の脱毛目調整を施す。

赤褐色土器 (111~ 117) 111 ~ 116は底部回転糸切り無調整の杯である。 112の底面には糸切り後にス

ノコ状の圧痕がみられ、底部切り離しは雑である。 111と112には内外面に、 116には外面に口縁部から体

部上半にかけて二次加熱痕がみられる。 117は歪である。内外面ともにロクロ利用のカキ日調整がみられ

る。

木製品(8 ~ 10) 8は不明木製品である。下端に面取り加工がみられる。 I二端部は欠損している。
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9は容器蓋である。中央に穿孔があり、短い木片が詰まっている。 10は小型の曲物の底板である。

石探(3) :珪質頁岩製の石槍である。基部、先端部はわずかに欠損している。ていねいな両面加工

を施しており、素材の形状は不明であるの

B区第V薦出土遺物

(第47~49図 118~154、第50~51図 -ll ~33 図版32~34-118~154、図版35~36-II ~33) 

須恵器 (118~121) 118~ 120は底部回転糸切り無調整のよ不である。 118は内外面に柿渋状の液を塗布

し、外面の口縁部から体部上半にかけて煤状付着物がみられ、内面は底面から体部 i二半にかけて墨が付

している。また、底部内面は転用硯として使用されており、底面に墨の付着、体部外面に 2条の線状

の墨痕がみられる。 119は内外面ともに柿渋状の液を塗布し、外面の口縁部から体filS上斗三にかけて煤状付

着物がみられる。 121は長頚瓶の休部から底部である。底部回転ヘラ切り後、台周辺および底部全面に撫

で調整を施す。 fl台土は級密で、焼成も良好である。火棒がみられる。

土師器(l22~137) 122は底部回転糸切りの域である。底部にわずかに高台を作り出しており、台周

縁部に撫で調整を施す。外面は口縁部から休部上半横方向のミガキ調整を施し、内面は横方向のミガキ

をし黒色処理を施す。 123は非ロクロ成形の杯である。底部と体部下端の稜が不明瞭で丸底風になっ

ている。内面はミガキ調整をし、黒色処理を施す。また内面には認さが付着している。 124~136は非ロク

ロ成形の歪である。 124は外面は刷毛自調整後、 l幅広のミガキ調整を施し、内面は横方向の刷毛日調整を

施す。底面は砂底風で撫で調整を施す。 125は内外国ともに口縁部から頚部にかけて横方向の脱毛日調整

を施した後に横方向の撫で調整を施す。外面にはその後、頚部から体部上半にかけて縦方向の刷毛日

を施す。 126は外面頚部に一段の段を有し、内外面ともにミガキ調整を施す。 127は外部は縦方向、内

面は横方向の刷毛日調整を施す。口縁端部を小さくつまみ出している。 128は外面は縦方向のミガキ調整、

内面は横方向の刷毛日調整を施す。底面には二枚分の木葉痕を残し、周辺には砂粒付着がみられる。木

葉痕の部分には砂粒の付着がみられないことから、ァド葉が付着した状態で砂粒が付着し、最後に木葉を

はずしたと考えられる。 129は外面は縦方向、内面は横方向の刷毛白調整を施す。底面は撫で調整を施す。

130~132は底面は砂底風で撫で調整を施す。 130は内外面ともに縦方向の刷毛目調整を施す。 131は外面

は縦方向の刷毛白調整の後、縦方向のミガキ調整を施し、内面は不明瞭だが、斜め方向の刷毛日調整が

みられる。 132は外国は縦方向のやや幅広のミガキを施し、内面は横方向の撫で調整を施す。 133~136は

底面にムシロ痕を残す。 133は外面は縦方向、内聞は横方向の脱毛日調整を施す。 134は外国は縦方向の

脱毛日調整の後、縦方向の幅広のミガキ調整を施す。内面は縦方向の刷毛白調整を施しているが、磨訴え

により不明瞭である。 135は外面は縦方向の幅広のミガキ調整を施す。内面は刷毛EI調整を施しているが、

磨滅により不明瞭である。 136は外面は縦方向、内面は横方向の刷毛日調整を施す。 137は非ロクロ成形

の鍋である。外面は縦方向、奈1.方向の刷毛日調整を施す。

土製品 (138~139) 138~ 139は非ロクロ成形の土製支脚である。いずれも、粘土紐巻き上げ痕を残

し、加熱により脆くなっている。 138の内面は上面付近にのみ刷毛白調整がみられる。

赤褐色土器 (140~154) 140~ 142は墨書のあるま不である。 140は底部回転糸切り無調整であり、体部

に「有Jの墨書がみられる。 141は底部回転糸切り無調整である。体部に「成」の墨書がみられる。内外

面ともに[J縁部から体部上半にかけて煤状炭化物と二次加熱痕がみられ、灯明皿に使用したものと考え

られる。 142は杯の口縁部破片であり、体部に判読不明の墨書がみられる。 143~150は底部回転糸切り無
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対重症の停である。143は外Uli口縁部と内1面会副に、 1""1止外商ロ縁者事と内閉会l百から底部にかけて純分的

に煤状付務物がみられる。 1451:trÂl師事有?~..状の液を鎗布し、内外耐ともにロ録音早から体:lII上半にかけて燦

状炭化物がみられる。150は内外商ともに円縁者事からf宇都下平にかけてL次加熱痕がみられる。151-152 

Iま長胴獲の上半部である。総事ji形となる可能性が高い。151は内外面ともにロク 口事IJfflのカキ日調路を施

す。 1521.!:9日íiの休部上.oF1こロクロ利用のカキ闘部]畿を施し、外衡の体古~J:!ドと内誠に縦方向のij;IJ毛鼠湖

3置を施す。 153は織弾形の~の底商事である。 外摘は平行川l き闘であり、 l勾簡は平行当て呉痕がみられる。

1541;1:鍋の口縁部被Hである。

木製品 (11-33): 11は刷物の底板である。12-14は述組下駄である。いずれも 3カ所の鼻緒量置があ

り、敏目板を索材としている。 12は小股品であり 、 索材となる撤回板の心材方~r旬に檎を作りUIす。131立

中製品であ り . 紫材となる板目板の本闘方向に沿って総を作り 1.1 1す。 I~Iま大製品であ 号 、 紫材となる板

目 4まの辺材方IÍJjに織を作 り 111す。 151;):斎申である。 頭部を I I.l jf~に作り出し、官制れをいれている。 16-

171i断簡凶角形のlJl状製品である。16は先端部を尖らせている。いずれも頭市として使mした可能性が
ある。18-291;1箸である。30-31は様状製品である。301;):下鴻剖1を尖らせ、上封首都は面取り加工を拘す。

31 1.t断耐紛円形で下端部が欠領している。 321主総材である。Jil"j泌を加工し 、 al~告~を作り ru している。 33

1ま側面iに斜めの主たりをいれており、矯め兵の可能性がある。焼けており、下端部が欠航Lている。
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軍一 め

仁検出遺構等の概要について

長岡遺跡では、調査区を北側の憧i場整備による ì~1j平部分である A区、南側の水路掘削部分である B 区

に分けて調査を実施した。調査は調査対象地における遺構・遺物の内容や遺構の変遷を把握し、周辺の

利用状況や遺跡の性格を明らかにすることを日的として実施した。

調査の結果、全体で掘立柱建物跡8棟、柱列跡 1列、海跡8条、井戸跡 1 土坑12基等の伯、小ピ

ット群や古代の小河川跡が検出されている(第 7図遺構全体図参照)。また、遺物としては、各遺構やB

区小問川跡から吉代の須恵器、土師器、赤褐色土器、施紬陶器、瓦、円面硯等が出土し、その他に遺構

や造成土から近世陶磁器や銭貨が出土している。調査区別に見た場合、北側A区では、建物方位に規則

性を持ち数棟単位で変遷する掘立柱建物群(8棟)を中心として、方位等から建物群と関連すると思わ

れる溝跡(3条)や柱列跡(1列)等が東側にまとまって検出されている。その他に、建物跡周辺では

小ピット群や土坑(7基)も検出されている。南側B区においては、古代の小河川跡(1号珂川跡)を

中心とし、その西岸付近で溝跡(3条)、土坑(5基)、東側で溝跡(1条)が検出されている。また、

B区西側では近世の溝(1条)も検出されている。

それら検出遺構については、重複関係や方位、出土遺物の検討等を行うことにより、時期及び変遷の

把握が可能である。以下調査区ごと及び各遺構ごとにその内容について記述する。

2潤各遺構の年代について

(A区) A区の主要遺構である東側の掘立柱建物群は、建物方位に一定の規則性が認められ、それによ

り大きく A類と B類の 2タイプに大加される。

A類は建物の東西方向が西でコiじに約32度から34度振れるタイプで、 1 号建物跡~6 号建物跡が該当す

る。 B類は建物の東西方向が西で北に約45度から46度振れるタイプで、 7号建物跡と 8号建物跡が該当

する。 A.B類内及びA.B類間の建物跡の切り合い、重複関係については、 A類内では 1号建物跡.4 

号建物跡・ 5号建物跡が同位置及び隣接して重複し、 4号建物跡→ 1号建物跡→ 5号建物跡の}II買に変遷

する。同じく A類内の 2号建物跡・ 3号建物跡が同位置で重複し、 2号建物跡→ 3号建物跡へと変遷す

る。そのことからA類内も新旧 2小期以上に区分されると考えられる。 A類と B類間については、 4号

建物跡・ 5号建物跡と 7号建物跡が位置的に重複するものの、 i直接的な切り合い関係はない。

各建物跡からの出土遺物については、 A類に属する l号建物跡と 6号建物跡の柱掘り方より 9-1世紀第

1 四半期頃に位置付けられる口径12cm台半ば~13cm前半台の底部ヘラ切り後軽い撫で調整を施す須恵、器

杯が出土している(註 1)。また、 A類内の重複関係でも古い 2号建物跡柱掘り方より、 8世紀代に位置

付けられる非ロクロ成形で頚部から口縁部にかけて多重沈線を有する斐と、 8 世紀第 4 四半期~9 世紀

第1四半期に位置付けられる底部回転ヘラ切りで軽い撫で調整の須恵器杯が出土している。一方、 B類

に属する 8号建物跡柱掘り方からは、底部l回転糸切り無調整の域形で、底部の形態から 9-fjt記第 2四半

期以降に位置付けられる赤褐色土器杯Aが出土している(註2)。

以上のことから、建物群については、 A類掘立柱建物跡ー+B類掘立柱建物跡の変遷が考えられ、 A類

は 8 世紀末頃から 9 世紀第 1~2 四半期頃、 B類は 9 世紀第 2 四半期以降の年代が考えられる。 B類の

下限年代については、建物の存続期間を考慮した場合、 9世紀第 3四半期頃と推察される。

A区の溝跡や柱列に関しでも、建物群と同様に方伎に一定の規則性が認められるものがある。 6

7号溝跡は東西方向が西で約32度から36度振れており、掘立柱建物A類の方位とほぼ一致する。 8号溝
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については東西方向に置き換えた場合、北で約18度、 1号柱列跡については24度とパラつきがある。 7

号溝跡内からは、 8 世紀末~9-!止紀第 1 四半期頃に位置付けられる底部から体部下端にケズリ調整を施

す小型の土師器域から、 9世紀第 3四半期以降に位置付けられる土師器台付血、赤褐色土器皿や杯Aま

で年代にI幅を持つ遺物が出土している。 6号溝跡内からも 9世紀第 3四半期以降に位置付けられる土師

器台付域や赤褐色土器杯Aが出土している。以上のことから、 6号・ 7号溝跡については方位と出

物から、 A類建物と同時期に掘り込まれ、 B類建物と併行する時期まで機能したと考えられる。 8号-i茸

跡からは丸底風のごi二部器杯が出土しており、 A類建物以前の 8世紀代に遡る可能性も持つが明確ではな

し'10

土坑については、 6 号土坑から 8 世紀末~9 世紀第 1 四半期に位置付けられる赤褐色土器杯B や、須

恵、器杯が出土している。 10号土坑からも 9世紀第 1四半期に位置付けられる須恵器杯が出土している。

また、 7号土坑からは、 9 -[:It紀後半に位置付けられる土師器台付血や灰税陶器盟(黒笹90号窯式)が出

土している。それら土坑の年代も周辺の主要遺構の年代及び変遷と併行するものとなっており、周辺の

利用や活動に伴う遺構といえる。

なお、唯一の井戸跡である 1号井戸跡については、古代の遺構とする明確な年代比定資料がなく、埋

から寛永通賓が出土しており近世の遺構となる可能性もある。また、東側中央付近の小ピットか

らは無文銭と洪武通費が出土しており、!こ1=1世末から近世の遺構となる可能性がある。

A区については、前述した 8佐紀代に位置付けられる多重沈線タイプの斐の{也、遺構外出土で、はある

が、 8世紀前半代に位霞付けられる底部ヘラケズリ調整の須恵器杯が出土しており、周辺に 8-1止紀代に

遡る生活域が存在した可能性が高い。

(8区) 古代の遺構としては、中央の 1号河川跡の東西両側に溝跡、土坑等が検出されているが、建物

跡は検出されていない。 1号河川跡西岸にまとまって検出される土坑群については、埋土より須恵器と

土師器の他、赤褐色土器が出土しており、 8世紀末以降の年代が考えられる。 2号;土坑からは 9世紀第

2四半期以降に位置付けられる赤褐色土器杯Aが出土していることから、その他の土坑群も 9世紀第 2

四半期以降の 9世紀代に位置付けられる可能性が高い。

1号河川跡東側の 1号溝跡からは、赤褐色土器片や 9世紀第 1四半期頃の須恵、器台付杯等が出土して

おり、 9世紀代の遺構と考えられ、埋土上層検出の十和田 a火山灰の堆積から10世紀前葉にはすでに機

能を停止していたと考えられる(第N章長岡遺跡のテフラ分析参照)。 河川跡東側の 2 号溝跡~4 号溝跡

については、出土遺物や後述の検出層位の年代から、 2号溝跡については大きく 9世紀代、 4-号溝につ

いては 9世紀第 2四半期頃、 3号溝については 9世紀第 3四半期頃の年代が考えられる。

B誌においては、 l号河川跡西岸付近に特に集中して遺物の廃棄や整地等が行われている。その周辺

における遺物包含層の堆積年代や利用状況を、出土遺物より検討した場合以下のようになる。

の第V層については、古いものでは 9-[:It紀第 1四半期頃に位置付けられる赤褐色土器長腕護等

が出土しているが、主体は 9 世紀第 2~3 四半期に位置付けられるやや底径比の大きいタイプ及び器高

の低いタイプの赤褐色土器杯Aや底部回転糸切り無調整の須恵器杯であり、堆積年代にやや帽を持つ。

第NJ留については、 9世紀第3四半期に位寵付けられる土師器台付域や、法量のやや縮小した赤褐色土

器郎Aが出土している。第困層については、赤褐色土器皿や更に底径比の縮小した赤褐色土器杯A、法

量の縮小した底部回転糸切り無調整の須恵器杯等、より新しい年代的要素を持つものが出土しており、

堆積年代は 9世紀第 3四半期から第 4四半期頃まで11I日を持つと考えられる。また、 1号河口l跡西岸付近

の第V層から第E層にかけて、墨書土器や煤状付着物が付き灯明皿として利用された杯類、木製品とし

て斎串類が出土しており、西岸付近の水辺は祭杷の場としても利用されていたと考えられる。各堆積層
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のうち特に第V層の段階からの出土が多く、 9世紀第 2四半期から第 3四半期頃がそれら祭杷行為のピ

ークと考えられる。

以上のことから、 1号小河川i跡付近については 9世紀前半より周辺が利用されはじめ、特に西岸付近

の水辺が9世紀第2四半期頃から 9佐紀後半にかけて遺物の破棄場所や祭記の場として利用されたと考

えられる。またB区のfむの遺構も 9世紀代に位置付けられると考えられる。

なお、 B 区西側の 5 号if~跡については、底面より 17世紀後半~1St!:!:紀代の肥前盟期からVI期に該当す

る蛇ノ日和l剥ぎの唐津系灰紬陶器皿、埋土より肥前VI期に該当する蛇ノ日秘剥ぎの磁器染付加が出土し

ており、:ili吐の遺構と考えられる。

3.特徴的出土遺物について

( 1 )瓦等について

今回の調査ではA区から未報告分の破片資料も合わせ50点以上の瓦が出土している。それらの瓦は①

凸面に縄目のrIl1き痕、凹面に布目庄痕を残す一枚作りの平瓦、②凸面に縄目の叩き締め後撫で調整を施

し、四面には:f!1目圧痕を残す丸瓦、③凸面に格子自の叩き痕、出面に布B圧痕を残す一枚作りの平瓦に

大別される。①~③の各タイプとも古代城十Iffr官街遺跡の秋田城跡から出土しており、①と②のタイプに

ついては大きく創建期以降の 8 陛紀第 2 四半期~9 世紀前半、③のタイプについては 8 世紀末~9 世紀

前半の年代が考えられる(註 3)。

現在まで秋田平野及びその周辺において、秋田城跡及び生産地で、ある窯跡以外に古代の瓦が出土した

遺跡は極めて限られており、秋田城跡に隣接する後城遺跡と秋田城跡から北北東に約13km離れた昭和町

の羽白 1~1 遺跡がある。羽白目遺跡については「秋田城外塁熔遺跡」と考察され、後城遺跡も秋田城と関

連の強い集落と考えられている。いずれにしても秋田城及び律令体制との関係が強いと考えられる施設

や集落から瓦が出土しており、長岡遺跡についても秋田城及び律令体制との密接な関係が指摘される。

長岡遺跡は秋田城跡と羽白日遺跡の中間にあたり、各遺跡に共通して格子日瓦が出土している。また束

に約 3kmの近接地には、秋田城に須恵、器や瓦を供給した新城窯跡群が存在している。長岡遺跡から瓦が

出土する背景には、 8世紀末以降の秋回郡域の北への拡大と実質的な律令支配体制の浸透、瓦生産地で

ある新城窯跡群との関係などが想定される。

また、出土遺物においては墨書土器の他にA区を中心として円面硯が4点、転用硯が3点出土してお

り、識字層の存在と活動が推定され、その点、で、も律令体制との密接な関係が指摘されるといえる。

( 2 )非口ク開成形の土銅器護@鍋について

B区では 1号河川跡西岸付近を中心として、多数の沸煮具が出土している。 9世紀第 2四半期を中心

として前後の時期に堆積した第V層からは、ロクロ成形の赤褐色土器の砲弾型長胴棄や鍋、非ロクロ成

形の土師器翠や鍋が共伴して出土しており、当時のj弗煮具の様相を知る上で重要な資料と考えられる。

特に非ロクロ成形の土師器沸煮具については、①底部に木葉痕を残すタイプの妻、②底部に砂が付着し

撫でを施す砂底風のタイプの輩、③底部にムシロ痕を残すタイプの斐や鍋に分類される。それらの護・

鍋の体部外面の調整について、①はミガキ調整主体である。②はミガキ調整を主体として刷毛日調整も

ある。③は刷毛目調整を主体としてl幅広のミガキ調整もある(註 4)。各タイプのうち①は 8世紀以前か

ら普遍的に、②は 8世紀代には少数だが認められる在地系の斐である。 A区出土の多重沈線タイプの護

もほとんどが①に該当する。③については 9世紀以降に新たに出現してきたタイプの斐・鍋といえる。

そして、③タイプにのみ鍋があり、査には器形的に赤褐色土器の影響を受けているものが認められる。

これらの沸煮具の様相は、秋田地方における 8世紀末以降、 9世紀代のロクロ土師器(沸煮具)生産
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技術の受容と拡大、その影響による在地系非ロクロ土師器(沸煮具)の変化、形態と製作技法の変化や

新たなタイプの出現等を示唆するものとして重要といえる(註 5)。

4調利用状況の変遷と遺跡の性格について

A区については、 8世紀末頃から 9世紀第 3四半期にかけて一定の方位・規則性のもと、 2~3 棟単

位で掘立柱建物が存在し変遷する。建物周辺も含めたA区全体の利用も 9世紀後半までと考えられる。

A地医及び建物群は、一般集落における居住域ではなく、周辺も含めた長岡遺跡における中心的な施設

の一部と考えられる。 B区については遺跡の中心域から離れているが、 1号河川跡西岸を中心として、

9世紀前半から遺物の廃棄場所等として利用されはじめ、特に 9世紀第2四半期頃から 9世紀後半にか

けては水辺の祭杷の場としても利用されている。

古代における遺跡全体の性格については、遺構や前述した出土遺物の内容等より、 8世紀末以降の 9

世紀代においては在地の一般的集落ではなく、律令体制及び秋田城と密接な関係を持つ遺跡として位置

づけられるといえる。しかし、それが秋田郡内の小規模な官街的施設となるのか、律令体制と密接に結

びついた官側出先施設のようなものを伴う集溶であるのかについては、奈良時代に溜る可能性があるA

区周辺をはじめとする遺跡全体の実態把握も含めたうえでの判断が必要であり、今後更に検討していく

べき課題であるといえる。なお、今回の調査地からは16世紀末~18世紀代の遺物や溝跡等の遺構が出土、

検出されており、周辺には近世の生活域も存在していたと判断され、古代以降の地域の歴史的変遷の一

部も明らかになったといえる。

(註 1)長岡遺跡出土の須恵器、赤褐忽土器の形態(法量数値)や制作技法等は、秋田城跡出土の土器資料とほぼ市致しており、

その年代比定は、下記文献に訴す秋田城跡出土土器基準資料と編年に基づいて行った。

(U2)秋田城跡調査事務所では、赤褐色土器の呼称とj不A'Bの分類については、酸化炎焼成、非内黒、ロクロからの切り離し回

転、吉$-11二糸切りのものを赤褐色土器とし、よ不類の底部から体部下端及び下半にかけてケズリ調整を施すものをj不B、無調整のもの

を珂:Aとしている。

(註 3)周辺建物の屋根に部分的にでも使用された可能性も含め、出土した瓦類の使用状況や出土の背景については明確ではない。

①②のタイプは下記秋田城跡関係文献によれば、秋田城跡創建期築地塀の屋根瓦、その後の布1i11多瓦等としての使用があり、 8世紀

第2四半期から 9世紀前半に位置づけられる。 ③について本稿では秋!日城跡における従来の出土例や共伴遺物の年代等から 8世紀

末以降と考えたが、年代的にやや古く 81止紀第 4 四半期~9 佐紀第 1 ILLI半期とする見解もある(佐1111999年)。

(註4)ムシロ痕を残す斐や鍋の幅広のミガキ調整については、技法的にケズリ調整に近い要素を持つものか今後検討を要する。

(註 5)ムシロ痕を残すタイフ。の琵や鍋については、 9世紀以降の東北地方の近夷郡において、須恵器・ロクロ製作技法や律令的土

器様式の影響を受けて在地系・ ~!I!Q夷系工人により生み出された在地系土器で、あるという見解がある(菅原2000年)。

引用参考文献

秋田市教育委員会 f昭和47年~平成12年度秋田城跡発掘調査概報j 1973年~2001年

秋田市「第 7章秋凶城跡の発掘調査第三iWiiJ'，土遺物 一土器・陶磁器、九秋田城跡出土土器の編年Jr秋田市史第七巻古代史料
編j 2001年

伊藤武士「秋田城周辺須恵器窯の動向についてJr秋田考古学j46 秋田考古学協会 1998年
奈良修介・笛樫泰H寺・鍋倉勝夫 PJ:J白日遺跡調査報告 r秋i子i考古学j25 秋田考古学協会 1970年
高橋一夫「羽 E':II~I 遺;出土の布日瓦についてJ r秋EEI考古学j25 秋田考古学協会 1970年
秋田県昭和IUT教育委員会 問3白日遺跡(調査概報)j 1990年

小松正夫「秋凹城の出土瓦についてJr東北考在学の諮問題j東出版・寧楽社 1976il三
佐川正敏「古代出羽秋田城の積み上げ技法成]I:~台一本造り í!iT丸瓦の研究J r東北学院大学東北文化研究所紀要j31 1999年
菅原祥夫「平安時代における蝦夷系土器の南下一蝦夷の移住をめぐって-J r阿部正光君追悼集j阿部正光訴追悼集刊行会 2000年
古代の土器研究会開工令的土器様式の西・東 3 施手111陶器j古代の土器研究会第 3@]シンポジ、ユウム 1994年

九州近世陶磁学会編『九州陶磁の編年一九州近陛陶磁学会10周年記念-j 2000年
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はじめに

秋田市下新城長岡に所在する長岡遺跡は、秋田市北部を流れる新城川中流域のiql積低地上に立地するの

本遺跡の位置する低地の標高は約11mで、あり、遺跡の北側の背後には第四紀吏新肢の海:成層である潟西

により構成されている丘陵地(藤岡ほか， 1977)が広がっている。今回発掘調査では、現耕作土層の

下位に堆積する青灰色粘土層より吉代および近世の遺構が検出され、縄文時代と古代、近世の遺物が出

している。遺構は、掘立柱建物跡や土坑、溝跡など多数が確認されているが、そのほとんどは出土遺

物等から 8 世紀末~9 世紀代を中心とする平安時代のものと考えられている。

今回の分析調査では、平安時代の溝跡の埋積土より採取された砂質の堆積物が火山灰(テフラ)であ

るかどうかを検証し、テフラであれば既存の資料との比較から給源火山と!噴出年代を特定し、遺構の年

代について考察する。

1 .試料

試料は、調査地南側の調査区B区で検出された、 1号溝跡No.1ベルトの埋積土より採取された粘質砂

1点である。発掘調査所見によれば、 1 号溝跡は、幅約60cm、深さ 15~20cm、長さ約28mの素掘の溝で、

あり、束から西へ流れ、 1号河川跡につながっている。出土遺物などから、 1号溝跡の時期は 9世紀以

降と考えられているが、溝跡、として機能した下限の年代は不明とされている。

1号溝跡の埋積土は、上位より第 1層から第 3層まで分層されており、第 1層は砂質土~粘土、第 2

は粘質土、第3層は粘土と記載されている。試料が採取されたのは、第 1層である。

2.分析方法

試料約20gを蒸発血に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄み

を流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観祭する。

観察は、テフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を

定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブ?ル型と中間型、軽石裂に分類する。各型

の形態は、バフ守ル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ自をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中

間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊

状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

屈折率の測定は、古浮(1995)のNIAIOTを使用した温度変化法を用いた。

3.結果

砂分中には、微量の軽石と多量の火山ガラスが確認された。 軽石は、最大径1.5mm程度、白色~灰白色

を呈し、非常に細かなスポンジ状の発泡をしている。火山ガラスは、細砂~極京III砂径、無色透明で塊状

の軽石型が多く、少量の繊維束状の軽石型とバブル型が含まれる。

火山ガラスの屈折率は1.497~ 1.504 (モードは1.499~1.502)である

(図 1)。
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4.考察

分析結果で述べた軽石および火山ガラスの特徴と、長岡遺跡の地理

的位置およびl号溝跡の年代観を考慮し、これまでに研究された東北

地方におけるテフラの産状(例えば、町田ほか(1981; 1984)、Arai

et al. (1986)、田JEEI・新井 (1992) など)との比較から、今回検出さ

れた軽石および火山ガラスは十和田aテフラ (Tかa) に由来すると考

。
1. 500 1. 505 

国 1 火山ガラスの屈折率

横軸は屈折卒、縦軸は測定偶数

今
、
J
Z
J
 



えられる。 1号溝跡埋積土第 1層におけるTo“aの産状は、若干撹乱を受けてはいるが、溝が廃棄され埋

積がかなり進んだ頃に降灰堆積したものであることを示唆する。ここで、 To-aの噴出年代については、

A.D.915年(町田・新井， 1992;早川・小川， 1998) とされているから、 1号溝跡は10世紀初頭にはすで

に廃棄されており、しかも廃棄からある程度(第 3層と第 1層が堆積する程度)の時間が経過していた

可能性が高い。

引用文献

Arai，F. . Machicla，H. . OKumura，K. . Miyauchi，T. . Socla，T. . Yamagata，K (1986) Cataalog for late quaternary 

marker-tephras in J apan宜-Tephrasoccurring in Northeast Honshu ancl I-Iokkaiclo-. 

Geographical reports of Tokyo Metropolitan University No，21，p.223-250. 

藤岡一男・大沢あっし・高安泰助・池辺 穣 (1982)秋田地域の地質.地域地質研究報告は万分の l問中高)， 75p.， 

地質調査所.

古淳 l現 (1995)火山ガラスの屈折率測定および形態分類とその統計的な解析に基づくテフラの識別.地質学雑誌，

101， p.l23-133. 

早川由紀夫・小山真人 (1998) 日本海をはさんで10世紀に相次いで起こった二つの大噴火の年月日ート和田湖と白頭

L[J -ー火山ヲ 43，p.403-407.

町田 洋・新井房夫 (1992)火山アトラス.276p.，東京大学出版会.

町田 洋・新井房夫・森脇 広 (1981)日本海:を渡ってきたテフラ.科学， 51， p.562側569.

町田 洋・新井房夫・杉原重夫・小凹静夫・遠藤邦彦(1984) テフラと日本考古学一考古学研究と関連するテフラの

カタログー.渡辺直経編「古文化財に関する保存科学と人文・自然科学J，p.865開928.

図版 1 軽石・火山ガラス

1. To-aの軽石 2. To-aの火山ガラス

(B区1号i$f-jf，jfNo.1ベルト埋土 1層) (B区1号iWJ:跡NO.1ベルト現土1

Pm: 11珪石.
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探査地 IAI互)1!l:t 1上。南から ・下。車から)

図版2
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A区全景(東から)

B区全景(束から)

国版3
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1号河川跡検出状況はヒ西から)

1号河川跡上層面遺物tH士状況(西から)

図版4
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図版5

1号河川跡

完掛:1た況

(北関から)

1号j可]11跡

完j:JII¥:!:}(?Jt

(西から)

1号河]11跡

西岸南壁二 I~;)r面

(北から)
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図版6
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l号ii'iIJII跡西岸
( 4号立与跡)

刀子 I~U土状況

1号iilJJlI跡両岸
f .!ut IU -j-_:I犬況

I号河.JlI跡西岸

土器出土状況



図版7

1号建物跡

(南から)

1号建物跡柱掘り方

土層IfJr面

1号建物跡柱掘り方

断面
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2号建物跡.3号建物跡(南西から)

2号建物跡柱掘り方土層住Jr面

図版8
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図版9

2号建物跡柱拐り方

土!日断面

3号建物跡柱掘り方

断面

3号建物跡柱掘り方

断面
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4号建物跡(南から)

7号建物跡(南から)

図版10
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5号建物跡

(南同から)

図版11

5号建物跡柱掘り方

断面

5号建物跡柱掘り方
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